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まを上のごを意 

ご使用前によ < お読みの上、必ずお守り < ださい。 


※ここに表した注意事項は、お使いになる人や他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止するためのものです。 

を全に関ずる重要な内客でずので、必ずお守りください。 

※本体に貼付しているご注意に関するシールは、はがさないでください。 


表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときに生 
じる危害や損害の程度を、 LiTF の表示で区分して説明 
していまず。 


八巧女>4-取 (3 扱いを誤コた a を、使が死こまた 
は重傷’1を負うことび想定される内容を 
7 F しま 9— 。 


A 汪思 


取り扱いを誤った場含、使用者び傷害’ 2 を 
負弓ことび想定されるか、または物的損害’ 3 
の発生が想定される内容を示しまず。 


*1 重傷とは、失明や、けが、やけど（高温-低温)、感電、骨巧、中毒などで 
後遺症が残るちのおよび治療に入院-長期の通院を要するちのをさ 
します。 

*2 傷害とは、治療に入院-長期の通院を要さないけがややけど、感電な 
どをさします。 

*3 物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺットなどにかかわるお大損 
害をさします。 


■因訊^ち化じ • 

A 么記号は、警告、注意を示 

/ \ します。具体的な注意内 
/ \容は図記号の中や近<に絵 

注意や文胃で表 L ます。 

Q O 記号は、禁止の行為で 
あることを示します。具 
体的な禁止内容は図記号 
が I 卜の中や近くに絵や文章で 
"" 表します。 

参記号は、行為を強制した 
り指示したりする内容を示 
します。具体的な指示内 
指示容は図記号の中や近<に絵 
や文章で表します。 


A 警告 


分解禁止 


改造はしない。 

修理技術者 LU 外の人は分解した 
り、修理をしない。 

乂災•感電 • けびの原因。 


Q 

禁止 

〇 

必ず実施 


交流 1 oovm 外では使わない。 

火災 • 感電の原因。 


定格1 5 A 1 U 上のコンセントを単 
独で使う。 

他の器具と併用すると、分岐コンセント 
部び異常発熱して、発乂するおそれ。 





電源コードは、破損したまま使わな 
し、。また、電源コードを傷つけない。 

(加工する-無理に曲げる • 高温部に 
近づける•弓 I つ張る • ねじる • たばねる • 
重いものを載せる • 挟み込むなど） 
乂災 • 感電の原因。 


〇 

必ず実施 


差込プラグにほこりが付着して 
いる場台は、よくふき取る。 

乂災の原因。 


〇 差込プラグは根元まで確実に差 
し込む。 

感電 • シヨート • 発煙 • 発乂のおそれ。 


Q 電源コードや差込プラグが傷ん 
だり、コンセントの差し込みがゆ 
_ るいときは使用しない。 

'バ 感電-ショート • 発乂の原因。 



めれ手禁止 


めれた手で、差込プラグの抜き 
差しをしない。 

感電 • けびのおそれ。 


Q 

禁止 


器具用プラグをなめさせない。 


乳幼児び誤ってなめ 
ないようにを意する。 
感電やけびの原因。 
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A 警告 


Q 

禁止 


器具用プラグ(磁石式）の 
先端にピンなど金属片や 
ごみを付着させない。 

感電 • ショート • 

発乂の原因。 



较 

接触禁止 


子供だけで使わせたり、幼児の手の 
届くところで使わない。 

転倒させると熱湯びこぼれたり、けび 
をするおそれ。 

蒸気孔や本体にさわったり、 

顔などを近づけない。 

やけどの原因。吹出蒸気温度:約7己で 


G 

禁止 

Q 

禁止 


不安定な場所や、毛あしの長い 
カーペットなどの上に置かない。 

転倒して熱湯び出てやけどのおそ 
れ。安全装置の誤作動の原因。 

本体接続部や電源プレート接続部に、 
ピン • S 十金など金属物（異物）を入れ 
ない。また、ごみを付着させない。 

感電 • ショート • 発乂の原因。 

蒸気孔をフキンなどでふさがない。 

熱湯び而さこぼれて、やけどのおそれ。 
また、たの変形の原因。 


Q 

禁止 


本体を抱きかかえたり、傾けたり、 
ゆすったり、上下に勢いよく振っ 
たり、衝撃を加えない。 

而たをしめていても、倾ブたり倒したりし 
ない。熱湯び流れ出て、やけどのおそれ。 


0 

禁止 


本体をお倒させない。 

ふたをしめていてち、傾けたり倒したりし 
ない。熱湯び流れ出て、やけどのおそれ。 


0 

禁止 


電源プレートを落としたり、衝撃 
を加えない。 

過熱や異常動作、感電の原因。 



水めれ禁止 


本体や電源プレートを丸洗いし 
たり、水につけたり、水をかけた 
りしない。 

ショート • 感電 • 発乂のおそれ。 


Q 水のかかりやすい場所や、底部が 
めれるような所に置いて使わない。 

ショート•感電•故障の原因。 


/ C \ 蒸気孔にはア□マオイルを絶巧 
IX ；に入れない。 

が止 故障の原因。 

Q 蒸気孔ふたをはずしたまま使わ 
ない。 

が^やけど • 故障の原因。 

〇 ふたパッキンが白く変色した5 
交換ずる。 

,^^ずま施倒れたとさに熱ミ易び流れ出て、やけ 
どのおそれ。 


〇 お手入れずるときや、水をずてる 
ときは、差込プラグをコンセントか 
5抜き、本体が冷めてか5行う。 

感電 • やけど • けびのおそれ。 


〇 異常.故障時には、直ちに使用を 
中止ずる。 

そのまま使用すると、乂災•感電•け 
びのおそれ。 

〈異常 • 故障例〉 

-電源コードやプラグが異常に熱くなる。 

-電源コードを動かすと通電したり、 
しなかったりする。 

-いつもと違って異常に熱くなったり、 
こげ < さいにおいびする。 

-本体から水もれする。 

-その他の異常や故障びある。 

すぐにプラグを抜いて、販売店へ点 
検-修理を依頼する。 
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1 安ま上の ご注意 


/ j \ ま意 


を 

プラグを巧く 


使用時外は差込プラグをコン 
セントか5抜く。 

けびややけど、絶縁劣化による感電 • 
漏電乂災の原因。 


〇 必ず差込プラグを持って引き巧く。 

感電やショートして発乂するおそれ。 

必ず実施 



この製品専用の電源プレート m 外 
は使わない。電源プレートを他の 
機器に乾用しない。 

故障 • 発乂のおそれ。 


タコ足酉 S 線はしない。 

IX / 乂災のおそれ。 

禁止 

/ C \ 蛇□から直接水を入れたり、底面 
IXi をめがない。 

本体内部に水び入り、シヨート•感電 • 
故障の原因。 


壁や家具•カーテン•天井など 
IXi の近<で使わない。 

シミびついたり、カビの発生 • 変形の 
^ 原因。 


接触禁止 


ふたをはずずときに出る蒸気や 
露にふれない。 

やけどの原因。 


接触禁止 


使用中や使用後しばら< は高温部 
にふれない。 

やけどの原因。 


/ TN 本体を持ち運ぶときは、ふたとつ 
iXi 手にふれない。 

^■て而たび開いて、けびややけどをする 
^ おそれ。 


Q 熱に弱いテーブルや敷物など 
の上で使わない。 

止 テーブル•敷物の変色•変形の原因。 


使用中や使用後はお手入れを 
ない。 

看■て高温部に而れ、やけどの原因。 


し 



電子機器や電気製品、ピアノや 
特殊な塗装の高級家具、壁紙や 
特殊な表面加工の壁面などの上 
や近くには設置しない。 

蒸気び触れたり、転倒して水をこぼし 
たりすると、機器の故障やわのの表 
面を傷める原因。 


加湿しずぎない。 

長時間連続で加湿すると、結露など 
で室内をめらしたり故障の原因。 

〇 

必ず実施 

テレビ • ラジオ-コードレス電話•エ 
アコンなどか！51 miu 上離して置く。 

テレビ画面のチラツキや、雑音び入 
るなど電波障害の原因。 


内容器のお手入れに洗剤は使わ 
ない。 

洗剤から有害ガスび発生し、健康を害 
したり、故障の原因。 

〇 

必ず実施 

市販のア□マオイルを使う場合 
は、必ず下の事項を守る。 

故障の原因。 

ア□マオイルは必ず天然抽出成分 
1日日〇/〇のエッセンシャルオイル（精 
油)を使い、合成香料などを使わない。 


丸洗いしない。 

ショート • 感電 • 故障の原因。 
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末永 < ご®用いただ < ために、必ずお守り < だをい。 


•内容器に水道水 m 外の水を入れない。 

-浄水器の水、アルカリイオン水、5ネラ 
J レウォーター、井戸水、巧れた水などを 
入れると、カビや雑菌び発生しやすい 
原因。 

-お湯 （4 ぴ CiU 上）や化学薬品、ア□マ 
オイルなどの芳香剤、洗剤を入れた水 
を入れると、本体の変形、変色、破損、 
故障の原因。 


•内容器の水は毎日新しい水道水と交換 
ずる。また内容器は週2回程度定期的 
にお手入れずる。 

巧れや水あかで性能び低下したり、悪臭 
びするおそれ。内容器や而たに水アカ 
び膜状になって付着し、故障のおそれ。 


•直射曰光が長時間あたる場所では使わ 
ない。 

本体び熱 < なるなど、故障の原因。 


•カラださをしない。 

水を入れないで通電すると、内容器の熱 
変色、故障の原因。 


•凍結しないように、使わないときは、内 
容器の水をずてる。 

凍結したまま使うと故障の原因。 

•本体をさかさにして置かない。 

底部び水にめれていると、底部から水び 
入り、故障の原因。 

•ア□マオイルを、ア□マトレイ m 外のプ 
ラスチック部分に直接かけない。 

故障や変形の原因。 


5 




























つ さ部のなまス 
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^加湿のしかた 


1本体を電源プレートにのせる前 
に、ふたをはずして、本体に水道 
水を別の容器で入れる。 


参水は、必ず水道水を入れる。 

参お湯を入れない。やけどや故障の 
原因。 

•水を蛇□か5直接入れたり、めれた 
場所に置いて底面をめ5さない。 

参満水目盛を超えて水を入れない。 
•電源プレートに本体をのせたまま 
水を入れない。電源プレートや本 
体の故障の原因。 



2 ふたをつける。 


※ふたび確実にしまっていないと、運転しません。 
確実にしめてください。 

※ふたの r カラカラ」という音は、万一転倒した場を、 
お湯の流出を防止する弁（せんバルブ）の音です。 


















































































3 加湿のしかた 


3 本体を電源プレートに確実にの 
せる。 


スイッチが roFF 」 になっていることを確認ずる。 


向さを 
合わせる 



•ア□マトレイをセットしない状態 
で、ア□マオイルを入れないでくだ 
さい。 

•オイルを入れなくても本体は使用 
でさます。 

•オイルの種類によってにおいの度 
合いが違ラので、オイル購入時にア 
ドバイスを受けてください。 

•オイルの使用上の注意を守ってく 
ださい。 

•オイルをこぼしてしまった場合、す 
ぐにふさとる。プラスチック製の 
ものにこぼしたままにしておくと、 
変色や変質、破損の原因。 

•ア□マテラピー（芳香療法）は医 
術や医学ではありませんので、体質 
にあわない場合は使用をやめてく 
ださい。 



ア□マトレイに市販のア□マオイ 
ルを入れる。 


※ア□マトレイの向さは正しい向さにセットする。 
※本製品にア□マオイルは付属していません。市販 
の天然抽出成分10日％のエッセンシャルオイル 
(精油）を別途お買いホめください。 



5器具用プラグをプラグ差込□に、差 
込プラグを コンセン トに差し込む。 



器具用プラグ 



G ON/OFF スイツチを押す。 


••♦(強）ランプが点なし、約1己分後に蒸気 
が出はじめます。 



巧すごとに電源の ON • OFF と加湿のランプ 
(強•弱）の点なが切り替わります。 



(強)-►•(弱) 

-OFF^ - 



※はじめてお使いになるときに、煙が出たり、におい 
がすることびありますび、故障ではありません。 
また、樹脂などのにおいがすることもありますが、 
ご使用とともに少なくなります。 

※部屋の温度-湿度によっては、蒸気び見えにくい 
場合があります。 


加湿中は、自動的にヒーターへの通電を日 N • 
日 FF するため、蒸気が連続して出ませんが、故障 
ではありません。 


加湿のランプ 

ヒーターへの通電(日 N • 日 FF の繰り返し） 

日 N 時間 

OF 刊寺間 

強 

約4分3日秒 

約己分 

弱 

約]分30秒 

約己分 


カラだを防止機能について 


水が入っていない状態で加湿を始めると、給水 
ランプが点なし、加湿が止まって「ピピピッ」と 
音が鳴ります。 ^ P .15 


少量での運輯開始について 


少量の水で運おを開始された場合、短時間で給 
水ランプが点なすることがあります。 

(目安として、満水の1/3似上の水を入れてくだ 
さい。） 





ランプが 
点なした6•- 


内容器の水が少なくなる（約 200 mL 似 
下）と、給水ランプが点なし、加湿が止 
まって「ピピピッ」と音が鳴りまず。 


占ちム^^® ► 


松下の手順で、本体を電源プレートからは 
ずして、給水ランプを消なさせてください。 


差込プラグと器具用プラグを巧く。 



器具用プラグ差込プラグ 

J 本体を巧分に冷まず。 

I 電源プレートか5本体をはずず。 


本体 • 



電源—— 

プレート 



※続けて使用する場をは、 P .7 の手順1か5や 
り直してください。 
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4 チャイルド□ックのセットのしかた 

おモさまのいたず!5や誤操作を防ぐために、 ON / OFF スイッチを□ックして、操作できないように 
することができます。 

■□ックのしかた 

電源が入っていない状態、または加湿中に、 ON / 

OFF スイッチを長巧し（約3秒じ1上）する。 

ON / OFF スイッチが□ックされます。 

_ 


長押し（約3秒 iil 上) 


〈チャイルド□ック中〉 

電源が入っていないが態で、 ON / OFF スイッチ 
を巧すと「ピピッ」と音がして、操作できません。 
※加湿中にチャイルド□ックをセットした場 
合、安全のため ON / OFF スイッチを巧すと、 
「ピピッ」と音がして弱ランプまたは強ランプ 
び消なし、加湿が止まります。 

加湿が止まった後も、チャイルド□ックは 
セツトされています。 



■ □ック解除のしかた 

電源が入っていない状態、または加湿中に、 
ON / OFF スイツチを長巧し（約3砂似上）ずる。 





長押し（約3秒 m 上） 


く^使いおわった5 


内容器の水は、毎日新しい水道水と交換する。また、内容器に残った水は、毎日すてる。 
変色やにおいの原因。 


1日 N / OFF スイッチを 「 OFF 」 にずる。 




器具用プラグや差込プラグを抜い 
て、運転を停止しない。 


2 差込プラグと器具用プラグを抜く。 



/ 差込プラグ 

器具用プラグ 
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く^使いおわった5 


3 本体が冷めた後、ア□マトレイを 
本体か!5はずし、本体を電源プ 
レートか!5はずす。 


ア□マトレイ 



4ふたをはずす。 



5とつ手を押さえなが!5、 

内容器に残った水をすてる。 



保尉•水をすてるときは、本体が冷めて 
か5すててください。お湯び手に 
かかってやけどをしたり、故障の 
原因。 

参内容器にお湯を残さない。変色や 
においの原因。 


B お手入れする。 （12 〜14ぺージ参照) 


7ふたをつける。口ぺージ参照) 


8本体を電源プレートに確実にの 
せる。 


向さを 
合わせる 
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6 お手入れのしかた 


A 一：音 ON / 日 FF スイッチを rOFF 」 にして、差込プラグと器具用プラグを抜く。 
/± /胃、本体が冷めて、内容器の水をずててか5お手入れずる。 


常に清潔に巧ち、性能低下-悪臭を防止するためにこまめにお手入れすることをお 
すすめします。 


各 部 

お手入れのしかた 

ア□マトレイ 

磯 

水でスポンジを使っ 
て洗い、乾いた巧で 
ふ<。 

残ったア□マオイル 
をふき取る。 

電源プレート 

乾いた巧でふく。 
※丸洗いはしない。 


電源コード 



各 部 

お手入れのしかた 

内看 

\ 

瑞 

ノ 

週2回程度、内容器 
に水またはめるま湯 
を半分く 5い入れ、 
やね5かいスポンジ 
でふき取った後、ず 
ずぐ。（外側はめ5 
さない。） 

※内容器び巧れてきた 
5、クエン酸洗浄する 
一 P .13 

※丸洗いはしない。 

蒸気孔ふた 

月2回程度、水でス 
ポンジを使って洗 
し、、乾いた巧でふく。 

ふた 

本付 

\ 

戀 

mm 

/ 

よ<しぼったフキン 
でふき取る。 
※丸洗いはしない。 


保尉 参本体や電源プレートを、水につけたり、水をかけたりしない。ショート-感電のおそれ。 

•洗剤-シンナー•クレンザー-金属たわし-化学ぞうきん-ナイ□ンたねし-漂白剤などは使わない。 
•食器洗ミき機-食器乾燥器に入れて乾燥させない。変形の原因。 

参お手入れ後は、各部品を必ずもとの位置に取りつける。正しく取りつけ5れていないと故障の原因。 
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蒸気孔ふたのはずしかた-つけかた 


■はずしかた 



■つけかた 




とを確認する 


長期巧®わないとを 


① P .12. 13の要領で各部のお手入れをし、乾 
いた巧でふく。 

⑤ 各部を自然乾燥させる。（特に内容器は巧分 
に乾燥させる。） 

③虫やほこりなどが入!5ないように、ポリ袋な 
どで密封して保管する。 


瞬 尉 

参湿ったまま保管しない。カビの発生する原因。 
参数日間使わないときは、内容器に残った水をす 
てる。 


ミネラル成分について 

水の中に含まれているミネラル成分（カルシウム•マ 
グネシウム-鉄分など）が、内容器に付着して下記の 
よラになることがありますが、有害ではありません。 
ミちれが目立ってさた5、クエン酸洗をする。一ち記 
-内容器に、サビのよラなホいはん点びでさた。 

-内容器が乳白色-黒色-虹色などに変色した。 

-お湯に白い浮遊物が浮く。 

悚 尉 

内容器は、こまめにお手入れし、巧れが目立ってさた 

5、クエン酸洗ミきする。^ち記 

ミネラル成分びたまると、加湿中の音び大きくなる 

原因。 


巧容器のクエン酸洗浄のしかた 


(1 〜3力月に1回の目ま） 

①クエン酸約30呂(大さじ2〜3杯）を、内容 
器に入れる。 

⑤ 満水目盛まで水を入れてまぜ、ふたをつける。 
(お湯は入れない。）一 P .7 

③ 差込プラグを接続して、弱運おで約2時間加 
湿する。一 P .8. 9 

④ 本体びをめてか5、差込プラグとふたをはず 
して、水をすてる。一 P .1 日 • 11 

⑥ ちれが残っているときは、やわ!5かいスポン 
ジでこすり落とす。（落ちにくいときは、再度 
クエン酸と水を入れて同じ操作をずる。） 

⑥内容器をずずぐために、水だけを入れて、強運 
転で約30分間加湿する。一 P .8. 9 

③ 本体がをめてか!5、差込プラグとふたをはず 
して、水をすてる。一 P .10 - 11 


クエン酸のお買い求めについて 

お買い上げの販売店、または、「連絡先^ド.17」に 
記載のタイガーお客様ご相談窓□、消耗品-別売品 
のご購入専用 ホームページで お買い求めください。 


品名 

電気ポット内容器洗ミき用クエン酸 
(約 30 邑X 4 包入 0) 

品番 

PKS -0120 


※クエン酸は、食品添加物として使用されており、食 
品衛生上無害です。 
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6 お手入れのしかた 


消耗品 • 別売品のお買いホめについて 

お買い上げの販売店、または「連絡先」に記載のタイガーお客様ご相談窓□、消耗品-別売品のご購 
入専用ホームページでお買い求めください。 


ふたパッキン（消耗品） II ふたパッキンのつけかた 


1年を目安に確認し、下記のようになってきた 
S 交換する。 

(倒れたときにお湯が流れ出て、やけどのおそれ。） 
-白く変色した。 

-巧れや破損がひどくなった。 

-ふたのすさ間か5蒸気がちれ出した。 


部品番号 ATC 1004 


樹脂部品（傷んでをたとを) 


熱や蒸気にふれる樹脂部品は、ご使用にともな 
い傷んでくる場合があります。 

変色したりザラザラしてきた場合は、交換ずる。 
(有償修理） 


ふたパツキンのはずしかた 



新しいふたパッキンを、せん内ふた外周にきつ 
ちりとはめ込む。 





保尉 参せん内ふたなどの部品をふたか5は 参ふたパッキンを交換しても蒸気びもれたり、 

ずさない。蒸気もれやお湯のふきこ お湯びふきこぼれるときは、その他のパッキン 

ぼれ、やけどをするおそれ。 類、成形品などが傷んでいる場合があります。 

上記にてお買い求めください。 
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^ 故障かな？と思った5 _ 

修理を依頼ずる前に、次の点をお調べください。 

下記の点検 • 処置をしても改善されないときは、お買い上げの販売店にお問い台わせく 
ださい。 


^胃^修理技術者 m 外の人は、分解したり修理をしない。 


こんなとさは 

ここを確認して 

こう処置して<ださい 

参照 

ぺージ 

ON/OFF スイッチ 

電源コードびはずれていませんか。 

プラグを接続してください。 

8 

を巧しても 
運おしない 

電源プレート上面や電源プレート接 
続部に、金属片やごみび付着してい 
ませんか。 

プラグを抜いてから、金属片やごみ 
を取り除いてください。 

3 


チャイルド□ックびセットされてい 
ませんか。 

日 N / 日 FF スイッチを長押し（約3秒 
じ(上）し、チャイルド□ックを解除 
して < ださい。 

10 

ON/OFF スイッチを 
巧ずと、「ピピピッ」 
と音びして、強ラン 

本体び電源プレートに正しくのって 
いますか。 

正しくのせてください。 

強ランプび消なすることを確認して、 
日 N / 日 FF スイッチを押してください。 

8 

プび庶威ずる 

ふたび確実に閉まっていますか。 

ふたを確実に閉めてください。 

強ランプび消打することを確認して、 
日 N / 日 FF スイッチを押してください。 

7 

加湿中に、 r ピピピッ J 
と音がして、強ラン 
プ、または弱ランプ 
が庶威する 

本体び電源プレートに正しくのって 
いますか。 

正しくのせてください。 

強ランプまたは弱ランプび消打する 
ことを確認して、日 N / 日 FF スイッチ 
を押して < ださい。 

8 

ふたび確実に閉まっていますか。 

ふたを確実に閉めてください。強ラ 
ンプまたは弱ランプび消打すること 
を確認して、日 N / 日 FF スイッチを押 
して < ださい。 

7 

蒸気が出ない 

水び入っていない状態でスイッチを 
「日 N 」 にしていませんか。 

カラださ防止機能び働くとスイッチ 
び r 日 FF 」 になります。 

給水して、加湿してください。 

7〜]] 


加湿中は、自動的に電源を切ったり入れたりするため、蒸気び連続して出 
ませんび、故障ではありません。 

9 

給水ランプび消な 
しない 

給水ランプび点打し、内容器の水び 
少なくなつていませんか。 

給水して、加湿してください。 

9 


給水ランプび点滅し、カラださして 
いませんか。 

給水して、加湿してください。 
※給水しても、給水ランプび点滅して 
しぶ場合は、修理をご依頼ください。 

9 

湿度が上び!5ない 

部屋び広すざませんか。 

適用床面積の範囲でお使いください。 

16 


換気をしていませんか。 

窓-戸を閉めてお使いください。 

- 

ふたか5「カラカ 
ラ」という音びする 

「カラカラ」といラ音は、万一転倒した場合、お湯の流出を防止する弁（せん 
バルブ）の音です。 

7 
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こんなとさは 

ここを確認して 

こう処置してください 

参照 

ぺージ 

口’一」という音が 
する。 

「ゴー」といラ音は、加湿中に発生する泡びはじける音です。 

- 

口一」という音び 
いつもより大きい。 

内容器び巧れていると、特に音び大 
さ < なります。 

クエン酸洗ミきをしてください。 

13 

においが出る 

内容器び巧れていませんか。 

内容器のお手入れをして < ださい。 

10 - 
12-13 


内容器の水を放置したままになって 
いませんか。 

内容器の水は毎曰新しい水道水と交 
換してください。また、内容器に残つ 
た水は毎曰すててください。 

10 - 
12-13 

ふたと本体の間か 
S 蒸気がちれる 

ふたパッキンびついていますか。ま 
たは傷んでいませんか。 

ふたノ くッキンを正しくつけてくださ 
し、傷んでいる場合は、新しいパッ 
キンと交換してください。 

14 

内容器に異物がた 
まる 

内容器を定期的にお手入れしていま 
すか。 

こまめにお手入れしてください。 

12-13 


水道水!;(外の水を内容器に入れて運 
転していませんか。 

必ず水道水を使つて < ださい。 

己 

内容器が巧れている。 
(お潮こ白い浮遊物が 
浮く。） 

水に含まれるミネラル成分の作用に 
よるわので、内容器自体の変色や腐 
食ではありません。 

クエン酸洗ミきをしてください。 

13 

プラスチック部分に 
線状や波状の箇所が 
ある。 

樹脂成形時に発生する跡で、使用上の品質に支障はありません。 

- 

使用後しば5くす 
ると音がずること 
がある。 

熱せ5れた部品の冷めるとさに発生する音ですので、使用上の品質 
に問題はありません。 

- 


仕様 


電源 

交流10 0 V 50-60 HZ 

消費電力 

450 W 

加湿量41 

強： 300 mL / h 、 弱：1 OOmL/h 

容量41 

1.0己 L 

連続加湿時間 

強： 3時間、弱：10時間 

適用床面積 

木造和室 r 強： 8の2、弱： 2.8 m^J 
プレハブ洋室 r 強：14の2、弱： 4.7 m^J 

外形寸法41=*= 3 
(幅 X 奥行 X 高さ） 

18.日 X 1 8.5 X 21 .Scrn 

ホ1ホ3ホ4 

1.己 k 旨 

コードの長さ 

1.2 m 


*1 おおよその数値です。 

*2 使用状況、環境により異なります。 

*3 本体を電源プレートにのせた状態。 

*4 電源コードを含む。 

* 日水量：満水、水温-室温： 20で、電圧：交流1 00 V 
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保証とサービスにごいて 

※修理を依頼される前にまず「故障かな？と思ったら」 （ P 1 日 ’ I 6) をご覧になり、お調べください。それでも不具合の場合 
は、下記に基づさ、お買い上げの販売店にご相談 < ださし、。 

1保証書の内容のご確認と保管のお願い 

保証書は、販売店にて所定事項を記入してお渡しいたしまずので、 r 販売店印およびお買い上げ曰」をご確認の 
上、内容をよくお読みになり、大切に保管してください。 

2保証期間はお買い上げの曰か51年間でず。（消耗品は除きまず。） 

保証書の記載内容に基づさ修理いたしまず。くわしくは保証書をご覧ください。 

3修理を依頼されるとき 

おそれいりまずび、製品に保証書を添えて、お買い上げの販売店にご持参 < ださい。 

まず、お買い上げの販売店にご相談くださし、修理によって機能び維持できる場合 
は、ご要望により有料修理いたしまず。ご相談の際、次のことをお知らせ < ださい。 

①製品名③品ま③製品の状況(できるだけくわしく） 

4スチーム式加湿器の補修用性能部品の保有期間は、製造巧ち切り後已年でず。この期間は経済産業省の指導によ 
るものでず。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 

5修理料金とは 

修理料金とは、おもに技術料と部品代で構成されていまず。 

I 技術料 I ……不具合の原因を診断ずる作業、故障箇所を修復ずる作業(修理および部品交換，調整- 
修理後の点検など)の料金でず。 

I 部品代 I ……製品の修復に使った部品の代金でず。 

6その他製品に関ずるお問をせ、ご質問びございました5、お買い上げの販売店、または「連絡先」に記載のタイガー 
お客様ご相談窓 □ (下記)までご相談 <ださい。 


保証期間内 


保証期間を 
過ざている 
とさ 


連描巧 


g イ乃’一履ミちお巧巧を社 


本社 〒已 71-8 己71大阪府門真市遠見町3番1号 


巧いかた•ぉ買い物のご相談は お客様ご相談窓口 


(全国共通番号） 査20570 -01 1101 


巧巧通話料で OK 


市内通話料金でご利用いただけます。 


受付時間 AM9:00 〜 PM 已:〇〇月曜日〜金曜日（祝日•興社休業日を除きます） 

※携帯電話’ PHS とI P 電話等（ナビダイヤルを利用できない電話）の方はこち5へ TEL(06) 6906-2121 


※上記の連絡先の名称、電話番号、所在地は変更することがありますのでご了承ください。 

ホームぺージアドレス http :// www . tiger . jp / 

消耗品-別売品のご購入ホームぺージ http :// www . ti 呂 er . jp / shop.html 
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